
279278

│ 近刊短評 Mokuzi (Contents)

Kotoba to Syakai 28-gou
(Language and Society No.28)

 Kantou-koramu
(Opening Column)

Supootu×Syuwa　Tatakau Syuwa-tuuyakusya   002

Sports×Sign Language　The Fighting Sign Language Interpreter

IDE Keiko

 Tokusyuu 
Tagengo-syakai ni okeru Tyuukai
(Special Issue “Mediation in Multilingual Society”)

[Zyoron] (Introduction)

Syakai no nakade Kotoba no Tyuukai / Baikai ni tuite Kangaeru tameni   009

Einführende Gedanken zur sprachlichen Mediation  
in der Gesellschaft

KIMURA Goro Christoph, WATANABE Hibi Y.

[Syohyou] (Book Review)
Mieteiru Mondai to Nokosareta Toi: Syakai-gengogaku kara Mita Bunka-kan-tyuukai-kenkyuu
Dominic Busch (ed.) The Routledge Handbook of Intercultural Mediation, Routledge, 2023.   040

Problemas visibles y preguntas pendientes -Estudios de  
mediación intercultural desde un punto de vista sociolingüístico 
Dominic Busch (ed.) Estudios de mediación intercultural, Routledge, 2023.

Comentario crítico de ITOIGAWA Miki

[Ronbun] (Article)

Tyuukai tosite no “Yasasii Nihongo”   057

“Easy Japanese” and “Plain Japanese” for Mediation

IWATA Kazunari

いの歴史研究はここから始まると強く

信じたい。 （藤井毅）

「ことば」と「社会」が軋み合う

デリダ著『他者の単一言語使用―あ

るいは起源の補
プロテーゼ

綴』（守中高明訳、岩

波文庫、岩波書店、2024年）。本書は、

同じ訳者によって『たった一つの、私

のものではない言葉―他者の単一言

語使用』（2001年）として、同書店か

ら出版された単行本を文庫化したもの

だが、訳者によれば、ほとんど新訳と

言っていいほど訳文に手を入れたとの

こと。デリダ（1930-2004）は、当時

フランス領のアルジェリアで生まれた

が、両親ともにユダヤ人。しかも家庭

内でも外でも言語はフランス語という

環境で育った。フランス人はアルジェ

リア人から見れば、またユダヤ人から

見ても、他者にして強者。そんな彼ら

の母語であるフランス語を、デリダは

第一言語として身につけていくことに

なった。従って、デリダの根本にある

命題は、「私は一つしか言語を持って

いない、ところがそれは私のものでは

ない」であり、この認識が彼の出発点

となる。そんなデリダと対照的な位置

に、すなわちデリダが強者の言語を用

いるが弱者の世界にいたのに対し、強

者の言語を用いてそのまま強者の世

界にいたのが、作家の埴谷雄高（1909-
1997）である。彼は当時日本の植民地

だった台湾で生まれた。日頃、台湾人

が日本人から怒鳴られたり殴られたり

するのを見るたびに、彼は日本人であ

ることに嫌悪感や罪悪感を募らせてい

た。『死霊』という難解なことで知ら

れる小説の作者である埴谷のキーワー

ドは、「自同律の不快」。「私は私だ」

と肯定的に言い切ったり、「私は日本

人だ」と口にするたびに、彼は名状し

がたい不快感を覚えた。それが彼の出

発点となった。cf.『不合理ゆえに吾

信ず』、『死霊』（ともに講談社刊の『埴

谷雄高全集』（1998-2001）に収録［前

者は第1巻、後者は第3巻］）。二人は

こうして、それぞれ自らの精神世界を

構築していく、世界のあらゆる人がそ

うするように。今、その「精神世界」

を「倫理」と言い換えてみよう。する

と私にとって忘れ難いフレーズが浮か

び上がってくる。主として日本語を専

門とした言語学者の亀井孝が、生前折

にふれ口にしていた「ことばの歴史

は倫理の歴史だよ」というフレーズ

が。この「倫理」が曲者だが、亀井は

ディルタイの「精神科学」の構想に

共鳴していたから、この「倫理」を

ディルタイのキーワード「世界観」に

置き換えて試してみるのもいいだろ

う。cf.ルードルフ・A. マックリール

著『ディルタイ―精神科学の哲学

者』（大野篤一郎他訳、法政大学出版局、

1993年）。 （林正寛）
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